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 発電所前面海域の主たる流れは，津波第二波後の引き波，津波第三波による押し波・引き波に応じて変化

し，長期間一様な流れとなっていない。 

 海水貯留堰の天端が露出する期間において「直近海域」に侵入しない。 

→「直近海域」に侵入しないため，気中衝突は発生しない。 

 

 

７号機取水口前面水位 

 

   
110 分 

・津波第二波後の引き波により取

水口前面水位低下 

・北~北西の流れにより各点とも沖

へ移動 

115 分 

・引き波による水位低下が弱まり

取水口前面水位は一定に 

・北~北西の流れがなくなり各点と

もほぼ移動停止 

120 分 

・取水口前面水位は一定だが，前面

海域は津波第三波来襲により水位

上昇 

・南~南東の流れにより各点とも岸

へ移動 

   
125 分 

・津波第三波来襲により取水口前

面水位上昇 

・南~南西の流れにより各点とも岸

へ移動継続，赤：港口付近へ移動 

130 分 

・押し波による水位上昇が弱まり

取水口前面水位はほぼ一定に 

・南~南西の流れが弱まり各点とも

ほぼ移動停止，赤：港口付近で漂う 

135 分 

・津波第三波後の引き波により取

水口前面水位低下 

・場所により流向・流速が異なる， 

赤：港口から津波流出に伴い移動 

 

図 4.7－添 2(b)－6(2)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波２ 防波堤健全） 
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 ７号機取水口前面水位は T.M.S.L.-3.5m まで低下，「直近海域」に侵入。 

→海水貯留堰の天端が露出する期間（地震発生後 2時間頃）の漂流物の挙動を，水位・流向・流速を用いて

分析し，気中衝突の可能性を検討（次頁参照）。 

T.M.S.L.-3.5m まで低下 「直近海域」に侵入 

 

 
７号機取水口前面水位 軌跡シミュレーション結果 

（地震発生後 12 時間） 

 

図 4.7－添 2(b)－7(1)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波２ 防波堤 1m沈下） 
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 発電所前面海域の主たる流れは，津波第二波後の引き波，津波第三波による押し波・引き波に応じて変化

し，長期間一様な流れとなっていない。 

 海水貯留堰の天端が露出する期間において「直近海域」に侵入しない。 

→「直近海域」に侵入しないため，気中衝突は発生しない。 

 

 

７号機取水口前面水位 

 

   
110 分 

・津波第二波後の引き波により取

水口前面水位低下 

・北~北西の流れにより各点とも沖

へ移動 

115 分 

・引き波による水位低下が弱まり

取水口前面水位は一定に 

・北~北西の流れがなくなり各点と

もほぼ移動停止 

120 分 

・取水口前面水位は一定だが，前面

海域は津波第三波来襲により水位

上昇 

・南~南東の流れにより各点とも岸

へ移動 

   
125 分 

・津波第三波来襲により取水口前

面水位上昇 

・南~南西の流れにより各点とも岸

へ移動継続 

130 分 

・押し波による水位上昇が弱まり

取水口前面水位はほぼ一定に 

・南~南西の流れが弱まり各点とも

ほぼ移動停止 

135 分 

・津波第三波後の引き波により取

水口前面水位低下 

・場所により流向・流速が異なる  

 

図 4.7－添 2(b)－7(2)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波２ 防波堤 1m沈下） 
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 ７号機取水口前面水位は T.M.S.L.-3.5m まで低下，「直近海域」に侵入。 

→海水貯留堰の天端が露出する期間（地震発生後 2時間頃）の漂流物の挙動を，水位・流向・流速を用いて

分析し，気中衝突の可能性を検討（次頁参照）。 

T.M.S.L.-3.5m まで低下 「直近海域」に侵入 

 

 
７号機取水口前面水位 軌跡シミュレーション結果 

（地震発生後 12 時間） 

 

図 4.7－添 2(b)－8(1)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波２ 防波堤 2m沈下） 
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 発電所前面海域の主たる流れは，津波第二波後の引き波，津波第三波による押し波・引き波に応じて変化

し，長期間一様な流れとなっていない。 

 海水貯留堰の天端が露出する期間において「直近海域」に侵入しない。 

→「直近海域」に侵入しないため，気中衝突は発生しない。 

 

 

７号機取水口前面水位 

 

   
110 分 

・津波第二波後の引き波により取

水口前面水位低下 

・北~北西の流れにより各点とも沖

へ移動 

115 分 

・引き波による水位低下が弱まり

取水口前面水位は一定に 

・北~北西の流れがなくなり各点と

もほぼ移動停止 

120 分 

・取水口前面水位は一定だが，前面

海域は津波第三波来襲により水位

上昇 

・南~南東の流れにより各点とも岸

へ移動 

   
125 分 

・津波第三波来襲により取水口前

面水位上昇 

・南~南西の流れにより各点とも岸

へ移動継続 

130 分 

・押し波による水位上昇が弱まり

取水口前面水位はほぼ一定に 

・南~南西の流れが弱まり各点とも

ほぼ移動停止 

135 分 

・津波第三波後の引き波により取

水口前面水位低下 

・場所により流向・流速が異なる 

 

図 4.7－添 2(b)－8(2)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波２ 防波堤 2m沈下） 
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 ７号機取水口前面水位は T.M.S.L.-3.5m まで低下，「直近海域」に侵入しない。 

→「直近海域」に侵入しないため，気中衝突は発生しない。 

 なお，取水口水位が最も低下する期間（地震発生後 2時間頃）の漂流物の挙動を，水位・流向・流速を用い

て分析（次頁参照）。 

T.M.S.L.-3.5m まで低下 「直近海域」に侵入しない 

 

 
７号機取水口前面水位 軌跡シミュレーション結果 

（地震発生後 12 時間） 

 

図 4.7－添 2(b)－9(1)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波２ 防波堤なし） 

 

  

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

水
位

(T
.M

.S
.L

. 
m

)

時間 (時間)

防波堤なし・護岸健全

5km

3km

N

1.5km



資料 2－4.7－添 2－26 

 

 発電所前面海域の主たる流れは，津波第二波後の引き波，津波第三波による押し波・引き波に応じて変化

し，長期間一様な流れとなっていない。 

 取水口水位が最も低下する期間において「直近海域」に侵入しない。 

 

 

７号機取水口前面水位 

 

   
110 分 

・津波第二波後の引き波により取

水口前面水位低下 

・北~北西の流れにより各点とも沖

へ移動 

115 分 

・引き波による水位低下が弱まり

取水口前面水位は一定に 

・北~北西の流れがなくなり各点と

もほぼ移動停止 

120 分 

・取水口前面水位は一定だが，前面

海域は津波第三波来襲により水位

上昇 

・南~南東の流れにより各点とも岸

へ移動 

   
125 分 

・津波第三波来襲により取水口前

面水位上昇 

・南~南西の流れにより各点とも岸

へ移動継続 

130 分 

・津波第三波後の引き波により取

水口前面水位低下 

・西~北西の流れにより各点とも沖

へ移動 

135 分 

・引き波により取水口前面水位低

下継続 

・場所により流向・流速が異なる， 

各点ともほぼ移動停止 

 

 

図 4.7－添 2(b)－9(2)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波２ 防波堤なし） 
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 ７号機取水口前面水位は T.M.S.L.-3.5m まで低下しない，「直近海域」に侵入しない。 

→海水貯留堰の天端が露出せず，「直近海域」に侵入しないため，気中衝突は発生しない。 

 なお，取水口水位が最も低下する期間（地震発生後 30 時間頃）の漂流物の挙動を，水位・流向・流速を用

いて分析（次頁参照）。 

T.M.S.L.-3.5m まで低下しない 「直近海域」に侵入しない 

 

 
７号機取水口前面水位 軌跡シミュレーション結果 

（地震発生後 12 時間） 

 

図 4.7－添 2(b)－10(1)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波３ 防波堤健全） 
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 発電所前面海域の主たる流れは，津波第一波後の引き波，津波第二波による押し波・引き波に応じて変化

し，長期間一様な流れとなっていない。 

 取水口水位が最も低下する期間において「直近海域」に侵入しない。 

 

 

７号機取水口前面水位 

 

   
20 分 

・津波第一波後の引き波により取

水口前面水位低下 

・港口からの津波流出など場所に

より流向・流速が異なる，各点とも

沖へ移動 

25 分 

・引き波による水位低下により取

水口前面水位はほぼ最低に 

・南東~南西の流れにより各点とも

岸へ移動 

30 分 

・引き波後の水位低下から取水口

前面水位は回復 

・西~南西の流れにより各点ともほ

ぼ汀線平行方向へ移動 

   
35 分 

・津波第二波来襲により取水口前

面水位上昇 

・津波第二波により南防波堤基部

に集中する流れが発生，各点とも

これに応じ移動 

40 分 

・押し波による水位上昇により取

水口前面水位はほぼ最高に 

・津波第二波が北西方向に移動，各

点ともこれに応じ移動 

45 分 

・津波第二波後に取水口前面水位

低下 

・北~西の流れにより各点とも沖へ

移動 

 

図 4.7－添 2(b)－10(2)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波３ 防波堤健全） 
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 ７号機取水口前面水位は T.M.S.L.-3.5m まで低下しない，「直近海域」に侵入。 

→海水貯留堰の天端が露出しないため，気中衝突は発生しない。 

 なお，取水口水位が最も低下する期間（地震発生後 30 時間頃）の漂流物の挙動を，水位・流向・流速を用

いて分析（次頁参照）。 

T.M.S.L.-3.5m まで低下しない 「直近海域」に侵入 

 

 
７号機取水口前面水位 軌跡シミュレーション結果 

（地震発生後 12 時間） 

 

図 4.7－添 2(b)－11(1)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波３ 防波堤 1m沈下） 
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 発電所前面海域の主たる流れは，津波第一波後の引き波，津波第二波による押し波・引き波に応じて変化

し，長期間一様な流れとなっていない。 

 取水口水位が最も低下する期間において「直近海域」に侵入しない。 

 

 

７号機取水口前面水位 

 

   
20 分 

・津波第一波後の引き波により取

水口前面水位低下 

・港口からの津波流出など場所に

より流向・流速が異なる，各点とも

沖へ移動 

25 分 

・引き波による水位低下により取

水口前面水位はほぼ最低に 

・南東~南西の流れにより各点とも

岸へ移動 

30 分 

・引き波後の水位低下から取水口

前面水位は回復 

・西~南西の流れにより各点ともほ

ぼ汀線平行方向へ移動 

   
35 分 

・津波第二波来襲により取水口前

面水位上昇 

・津波第二波により南防波堤基部

に集中する流れが発生，各点とも

これに応じ移動 

40 分 

・押し波による水位上昇により取

水口前面水位はほぼ最高に 

・津波第二波が北西方向に移動，各

点ともこれに応じ移動 

45 分 

・津波第二波後に取水口前面水位

低下 

・北~西の流れにより各点とも沖へ

移動 

 

図 4.7－添 2(b)－11(2)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波３ 防波堤 1m沈下） 
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 ７号機取水口前面水位は T.M.S.L.-3.5m まで低下しない，「直近海域」に侵入。 

→海水貯留堰の天端が露出しないため，気中衝突は発生しない。 

 なお，取水口水位が最も低下する期間（地震発生後 30 時間頃）の漂流物の挙動を，水位・流向・流速を用

いて分析（次頁参照）。 

T.M.S.L.-3.5m まで低下しない 「直近海域」に侵入 

 

 
７号機取水口前面水位 軌跡シミュレーション結果 

（地震発生後 12 時間） 

 

図 4.7－添 2(b)－12(1)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波３ 防波堤 2m沈下） 
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 発電所前面海域の主たる流れは，津波第一波後の引き波，津波第二波による押し波・引き波に応じて変化

し，長期間一様な流れとなっていない。 

 取水口水位が最も低下する期間において「直近海域」に侵入しない。 

 

 

７号機取水口前面水位 

 

   
20 分 

・津波第一波後の引き波により取

水口前面水位低下 

・港口からの津波流出など場所に

より流向・流速が異なる，各点とも

沖へ移動 

25 分 

・引き波による水位低下により取

水口前面水位はほぼ最低に 

・南東~南西の流れにより各点とも

岸へ移動 

30 分 

・引き波後の水位低下から取水口

前面水位は回復 

・西~南西の流れにより各点ともほ

ぼ汀線平行方向へ移動 

   
35 分 

・津波第二波来襲により取水口前

面水位上昇 

・津波第二波により南防波堤基部

に集中する流れが発生，各点とも

これに応じ移動 

40 分 

・押し波による水位上昇により取

水口前面水位はほぼ最高に 

・津波第二波が北西方向に移動，各

点ともこれに応じ移動 

45 分 

・津波第二波後に取水口前面水位

低下 

・北~西の流れにより各点とも沖へ

移動 

 

図 4.7－添 2(b)－12(2)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波３ 防波堤 2m沈下） 
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 ７号機取水口前面水位は T.M.S.L.-3.5m まで低下，「直近海域」に侵入しない。 

→「直近海域」に侵入しないため，気中衝突は発生しない。 

 なお，取水口水位が最も低下する期間（地震発生後 30 時間頃）の漂流物の挙動を，水位・流向・流速を用

いて分析（次頁参照）。 

T.M.S.L.-3.5m まで低下 「直近海域」に侵入しない 

 

 
７号機取水口前面水位 軌跡シミュレーション結果 

（地震発生後 12 時間） 

 

図 4.7－添 2(b)－13(1)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波３ 防波堤なし） 
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 発電所前面海域の主たる流れは，津波第一波後の引き波，津波第二波による押し波・引き波に応じて変化

し，長期間一様な流れとなっていない。 

 取水口水位が最も低下する期間において「直近海域」に侵入しない。 

 

 

７号機取水口前面水位 

 

   
15 分 

・津波第一波後の引き波により取

水口前面水位低下 

・北西の流れにより各点とも沖へ

移動 

 

20 分 

・引き波による水位低下が弱まり

取水口前面水位は最低に近づく 

・北西の流れがなくなり各点とも

ほぼ移動停止 

25 分 

・引き波後の水位低下から取水口

前面水位は回復 

・南~南東の流れにより各点とも岸

へ移動 

   
30 分 

・水位回復後に取水口前面水位は

ほぼ一定に 

・西~南西の流れにより各点ともほ

ぼ汀線平行方向へ移動 

35 分 

・津波第二波来襲により取水口前

面水位上昇 

・津波第二波により南防波堤付近

に集中する流れが発生，各点とも

これに応じ移動 

40 分 

・津波第二波後に取水口前面水位

低下 

・津波第二波が北西方向に移動，各

点ともこれに応じ移動 

 

図 4.7－添 2(b)－13(2)  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波３ 防波堤なし） 
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 発電所北側 1.5km 付近の漂流物が海水貯留堰方向へ移動する期間（移動量が最も大きい期間）の主たる流

れは，津波第三波及び津波第四波の経時的な位置の変化及びそれによる押し波・引き波に応じて変化し，長

期間一様な流れとなっていない。 

 海水貯留堰方向への移動量が大きい期間においては海水貯留堰の天端は露出することなく，また，「直近海

域」に侵入しないため，気中衝突は発生しない。 

 

 

７号機取水口前面水位 

 

   
70 分 

・津波三波後来襲により取水口前

面水位は上昇 

・P1.5N：津波第三波来襲よる押し

波で貯留堰方向へ移動 

75 分 

・津波第三波後に取水口前面水位

低下 

・P1.5N：津波第三波が南西方向に

移動，貯留堰方向への流れが弱ま

りほぼ移動停止 

80 分 

・若干の変動はあるが，取水口前面

水位は低下継続 

・ P1.5N：津波第三波移動後の水位

低下位置へ津波流入，貯留堰逆方

向へ移動 

   
85 分 

・取水口前面水位はほぼ一定に 

・P1.5N：津波第四波来襲による押

し波で貯留堰方向へ移動開始 

90 分 

・津波第四波来襲により取水口前

面水位は上昇 

・P1.5N：津波第四波が南西方向に

移動，貯留堰方向への流れが弱ま

りほぼ移動停止 

95 分 

・取水口前面水位は高い状態を維

持 

・P1.5N：津波第四波の移動後に北

向きの流れに転じる，貯留堰逆方

向へ移動 

図 4.7－添 2(b)－14  水位・流向・流速を用いた傾向分析結果（基準津波１ 防波堤なし） 

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

60 65 70 75 80 85 90 95 100

水
位

(T
.M

.S
.L

. 
m

)

時間 (分)

防波堤なし・護岸健全

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

水
位

(T
.M

.S
.L

. 
m

)

時間 (時間)

防波堤なし・護岸健全

5km

3km

N

1.5km

5km

3km

N

1.5km

5km

3km

N

1.5km

5km

3km

N

1.5km

5km

3km

N

1.5km

5km

3km

N

1.5km

水位
（T.M.S.L.m）



資料 2－4.7－添 3－1 

(添付資料 3) 

 

取水口前面水位と護岸部浸水深について 

 

  (1) 検討概要 

津波引き波時に大湊側護岸部を滑動する車両等が海水貯留堰の護岸接続部直上から海域に

落下し，海水貯留堰に直接衝突する可能性について検討した。 

引き波時に車両等が護岸部を滑動するには護岸部に一定程度の水深が必要となる。これを

踏まえ，海水貯留堰が露出する時刻付近での海水貯留堰接続部の護岸浸水深を確認すること

で，引き波時の滑動の可能性を検討する。検討条件を表 4.7－添 3－1に示す。 

 

表 4.7－添 3－1 検討条件 

項目 評価条件 

基準津波 基準津波１～３ 

地形モデル 
防波堤 健全，なし 

護岸部 健全，2m 沈下 

評価時間 12 時間 

水位出力位置  

 

 

 

 

 

平面位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断面位置 

 

  

N

7 号機取水口前面水位 

南側接続部護岸浸水深 北側接続部護岸浸水深 

護岸標高
（T.M.S.L.+3.0m）

海底面標高
（T.M.S.L.-5.5m）

護岸部浸水

海水貯留堰

護岸

海水貯留堰天端標高
（T.M.S.L.-3.5m）

海域水面

没水

落下 漂流物
護岸標高（2m沈下後）
（T.M.S.L.+1.0m）

護岸浸水深 

▽ 取水口前面水位 
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  (2) 検討結果 

7 号機取水口前面水位の時刻歴波形を図 4.7－添 3－1に，また，海水貯留堰が露出する（７

号機取水口前面水位が T.M.S.L.-3.5m に低下する）時刻付近の７号機取水口前面水位と護岸

浸水深を図 4.7－添 3－2に示す。なお，図 4.7－添 3－2には目安として，護岸浸水深が 10cm

となる時刻及びその時刻における７号機取水口前面水位を付記している。 

いずれの検討ケースにおいても，海水貯留堰が露出する時刻には護岸部にはほとんど海水

が残らないことから，引き波時の滑動はないと評価される。また，いずれの検討ケースにお

いても，目安として設定した護岸浸水深 10cm となる時刻においては，7号機取水口前面水位

は海水貯留堰天端標高 T.M.S.L.-3.5m より一定程度以上高いことから，気中落下衝突のよう

な事象は発生しないと評価される。 
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防波堤 

健全 

護岸部 

健全 

 

護岸部 

2m 沈下 

 

防波堤 

なし 

護岸部 

健全 

 

護岸部 

2m 沈下 

 

○：T.M.S.L.-3.5m まで低下 

図 4.7－添 3－1(1) ７号機取水口前面水位の時刻歴波形（基準津波１） 
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防波堤 

健全 

護岸部 

健全 

 

護岸部 

2m 沈下 

 

防波堤 

なし 

護岸部 

健全 

 

護岸部 

2m 沈下 

 

○：T.M.S.L.-3.5m まで低下 

図 4.7－添 3－1(2) ７号機取水口前面水位の時刻歴波形（基準津波 2） 
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防波堤 

健全 

護岸部 

健全 

 

護岸部 

2m 沈下 

 

防波堤 

なし 

護岸部 

健全 

 

護岸部 

2m 沈下 

 

○：T.M.S.L.-3.5m まで低下 

図 4.7－添 3－1(3) ７号機取水口前面水位の時刻歴波形（基準津波 3） 
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図 4.7－添 3－2(1) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波１ 防波堤なし・護岸部健全：①） 
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図 4.7－添 3－2(2) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波１ 防波堤なし・護岸部健全：②） 
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図 4.7－添 3－2(3) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波１ 防波堤なし・護岸部 2m沈下：①） 
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図 4.7－添 3－2(4) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波１ 防波堤なし・護岸部 2m沈下：②） 
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図 4.7－添 3－2(5) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤健全・護岸部健全：①） 
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図 4.7－添 3－2(6) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤健全・護岸部健全：②） 
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図 4.7－添 3－2(7) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤健全・護岸部 2m沈下：①） 
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図 4.7－添 3－2(8) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤健全・護岸部 2m沈下：②） 
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図 4.7－添 3－2(9) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤なし・護岸部健全：①） 

  

-6

-4

-2

0

2

4

6

50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75

水
位

(T
.M

.S
.L

. 
m

)

時間 (分)

7号炉取水口前面水位

T.M.S.L.+3.0m

T.M.S.L.-2.0m

T.M.S.L.-3.5m

0

1

2

3

4

5

6

50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75

浸
水
深

(m
)

時間 (分)

7号炉貯留堰南側接合部護岸浸水深

7号炉貯留堰北側接合部護岸浸水深

浸水深10cm
浸水深10cmになる時刻：－※

※水位低下前に護岸の浸水なし



資料 2－4.7－添 3－15 

 

 

図 4.7－添 3－2(10) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤なし・護岸部健全：②） 
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図 4.7－添 3－2(11) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤なし・護岸部健全：③） 
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図 4.7－添 3－2(12) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤なし・護岸部健全：④） 

  

-6

-4

-2

0

2

4

6

235 236 237 238 239 240 241 242 243 244 245 246 247 248 249 250 251 252 253 254 255 256 257 258 259 260

水
位

(T
.M

.S
.L

. 
m

)

時間 (分)

7号炉取水口前面水位

T.M.S.L.+3.0m

T.M.S.L.-2.0m

T.M.S.L.-3.5m

0

1

2

3

4

5

6

235 236 237 238 239 240 241 242 243 244 245 246 247 248 249 250 251 252 253 254 255 256 257 258 259 260

浸
水
深

(m
)

時間 (分)

7号炉貯留堰南側接合部護岸浸水深

7号炉貯留堰北側接合部護岸浸水深

浸水深10cm

浸水深10cmになる時刻：－※

※水位低下前に護岸の浸水なし



資料 2－4.7－添 3－18 

 

 

図 4.7－添 3－2(13) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤なし・護岸部健全：⑤） 
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図 4.7－添 3－2(14) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤なし・護岸部健全：⑥） 
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図 4.7－添 3－2(15) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤なし・護岸部 2m沈下：①） 
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図 4.7－添 3－2(16) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤なし・護岸部 2m沈下：②） 
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図 4.7－添 3－2(17) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤なし・護岸部 2m沈下：③） 
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図 4.7－添 3－2(18) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤なし・護岸部 2m沈下：④） 
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図 4.7－添 3－2(19) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤なし・護岸部 2m沈下：⑤） 
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図 4.7－添 3－2(20) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 2 防波堤なし・護岸部 2m沈下：⑥） 
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図 4.7－添 3－2(21) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 3 防波堤なし・護岸部健全：①） 
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図 4.7－添 3－2(22) ７号機取水口前面水位と護岸部浸水深 

（基準津波 3 防波堤なし・護岸部 2m沈下：①） 
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（添付資料 4） 

 

漂流物衝突荷重の算定過程 

 

(1) 船舶（発電所付近で航行不能となった船舶の道路橋示方書（2002）による評価） 

𝑃 = 0.1𝑊𝑈 

= 0.1 × 15[t] × 9.80665[m s2]⁄ × 6.0[m s⁄ ] 

= 88.2[kN] ≒ 89[kN] 

  

   ここに， 

     P：衝突力[kN] 

     W：流送物の重量（=15 t） 

     U：表面流速（=6.0 m/s） 

 

(2) 車両（軽自動車の FEMA（2012）による評価） 

 𝐹𝑖 = 1.3𝑢𝑚𝑎𝑥√𝑘𝑚𝑑(1 + 𝑐) 

      = 1.3 × 6.0[𝑚 𝑠⁄ ] × √2.04 × 106[𝑁 𝑚] × 1000 × (1 + 1.0)⁄  

      = 498.2[kN] ≒ 499[kN] 

 

   ここに， 

     𝐹𝑖：衝突力[kN] 

     𝑢𝑚𝑎𝑥：漂流物を運ぶ流体の最大流速（=6.0 m/s） 

     𝑘 ：漂流物の有効軸剛性[N/m]（保守的に高畠ら（2015）により求められる k3（2.04×

106[N/m]を用いる。） 

          𝑚𝑑：漂流物の質量（=1000 kg） 

     𝑐 ：付加質量係数（=1.0） 

 

(3) 植生（流木の道路橋示方書（2002）による評価） 

𝑃 = 0.1𝑊𝑈 

= 0.1 × 0.140[t] × 9.80665[m s2]⁄ × 6.0[m s⁄ ] 

= 0.8[kN] ≒ 1[kN] 

  

   ここに， 

     P：衝突力[kN] 

     W：流送物の重量（=0.14 t） 

     U：表面流速（=6.0 m/s） 

 


